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２ 各 論 
 
（１）出 生 
  ア 出生数及び出生率 

平成24年の出生数は56,943人で、前年の58,059人より1,116人減少した。 
出生率を年次推移でみると、昭和48年の106,008人をピークに平成２年まで減少し

続け、その後増加と減少を繰り返していた。平成13年から５年連続で減少し、平成 
18年は６年ぶりに増加したが、平成19年からは再び減少傾向にある。 

出生率は、人口千人に対し8.0で前年の8.2を0.2ポイント下回った。全国の出生率

は8.2であった。 
出生率の年次推移をみると、第２次ベビーブームの昭和46年の24.0以降低下を続

け、平成元年に10.1となり、その後増加と減少を繰り返しながら10.0前後で推移して

いた。平成13年から５年連続で減少し、平成18年は６年ぶりに増加したが、平成19
年から再び減少傾向にある。 

なお、昭和41年にみられる出生率の低下は、丙午(ひのえうま)によるものである。 
 
  表－２ 出生数及び出生率の年次推移 
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  イ 都道府県別にみた出生率 
本県の出生率は、平成３年以降はわずかながら全国を上回る状態であったが、平

成20年は再び全国を下回り、平成21年に同率となったものの、平成22年以降再び下

回っている。 
都道府県別にみると、本県は、昭和49年から昭和52年までは、高率順で沖縄県に

次いで第２位であった。しかし、昭和53年以降順位を落とし昭和61年には41位まで

下がった。その後回復し、平成７年には４位となったが、近年は、平成22年22位、

平成23年25位、平成24年26位となっている。 
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 表－３ 都道府県別にみた出生率 
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  ウ 市町村別にみた出生率 
市町村別にみると、高率順では、戸田市(11.5)、和光市(10.6)、朝霞市(10.3)の順で

ある。また、低率順では、東秩父村(2.8)、鳩山町(2.8)、ときがわ町(4.0)、の順であ

る。 
 
 表－４ 市町村別にみた出生率（高率順）   
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  エ 出生順位別にみた出生の動向 
出生順位別に出生数の構成割合の年次推移をみると、第１子の割合は昭和60年   

 (42.0%)から平成6年(49.8%)まで増加を続けていた。しかし、平成７年以降は増減を

くり返し、平成15年からは減少傾向にあった。平成21年は再び増加したが、平成22
年は減少、平成23年は横ばいであったが、平成24年は再び減少し47.9%だった。 

また、第２子の割合は昭和55年(42.7%)以降減少を続けていたが、平成６年から平

成８年にかけてやや増加した。その後は再び増減をくり返し、ここ数年は37%前後で

推移している。 
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表－５ 出生順位別にみた出生数及び構成割合の年次推移 
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  オ 母の年齢階級別にみた出生の動向 
母の年齢階級別に出生数の構成割合をみると、25～29歳の母からの出生は昭和51

年の57.0%をピークとして減少しており、平成24年は27.0%である。 
また、24歳以下は平成５年以降減少傾向にあり、平成24年は9.5%で前年の9.9%を

0.4ポイント下回った。 
30歳以上は増加を続け、平成19年からは出生数全体の６割を超え、平成24年は  

63.5%となった。 
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